
JP 2017-22028 A 2017.1.26

10

(57)【要約】
【課題】高速信号伝送用の信号コンタクトの差動対を備
えるコネクタであって、信号コンタクトの伝送特性の劣
化を防止するための新たな構造を備えるコネクタを提供
すること。
【解決手段】コネクタ１０は、回路基板８０に固定され
るシェル被固定部５８と、グランドコンタクト６０Ｇと
、２つの信号コンタクト６０Ｓからなる差動対６０Ｐと
を備えている。グランドコンタクト６０Ｇ及び信号コン
タクト６０Ｓは、回路基板８０に固定されるグランド被
固定部６８Ｇ及び信号被固定部６８Ｓを夫々有している
。シェル被固定部５８，２つの信号被固定部６８Ｓ及び
グランド被固定部６８Ｇは、ピッチ方向（Ｙ方向）にお
いて、この順に互いに隣り合っている。グランド被固定
部６８Ｇ及び信号被固定部６８Ｓは、Ｙ方向に沿って一
列に並んでいる。Ｙ方向に沿って見ると、シェル被固定
部５８は、信号被固定部６８Ｓと少なくとも部分的に重
なっている。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上下方向において回路基板の上に搭載されるコネクタであって、
　シェルと、１以上のシェル被固定部と、１以上のグランドコンタクトと、１以上の差動
対とを備えており、
　前記シェル被固定部の夫々は、前記回路基板に固定されるものであり、前記シェルに接
続されており、
　前記グランドコンタクトの夫々は、前記回路基板に固定されるグランド被固定部を有し
ており、
　前記差動対の夫々は、２つの信号コンタクトからなり、
　前記信号コンタクトの夫々は、前記回路基板に固定される信号被固定部を有しており、
　前記シェル被固定部，前記グランド被固定部及び前記信号被固定部によって、１以上の
被固定部列が形成されており、
　前記被固定部列の夫々は、１つの前記シェル被固定部，１つの前記グランド被固定部及
び前記差動対のうちの１つにおける２つの前記信号被固定部からなり、
　前記被固定部列の夫々において、前記シェル被固定部，前記信号被固定部の一方，前記
信号被固定部の他方及び前記グランド被固定部は、この順に互いに隣り合っており、且つ
、前記グランド被固定部及び２つの前記信号被固定部は、前記上下方向と直交するピッチ
方向に沿って一列に並んでおり、
　前記ピッチ方向に沿って前記被固定部列を見たとき、前記シェル被固定部は、前記信号
被固定部と少なくとも部分的に重なっている
コネクタ。
【請求項２】
　請求項１記載のコネクタであって、
　前記シェル被固定部の夫々は、前記シェルと一体に形成されている
コネクタ。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２記載のコネクタであって、
　前記被固定部列の夫々において、前記シェル被固定部，２つの前記信号被固定部及び前
記グランド被固定部は、前記ピッチ方向に沿って一列に並んでいる
コネクタ。
【請求項４】
　請求項１乃至請求項３のいずれかに記載のコネクタであって、
　前記被固定部列の全てが、前記ピッチ方向に沿って延びる１つの直線上に位置している
コネクタ。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれかに記載のコネクタであって、
　前記グランドコンタクトの数は１であり、
　前記差動対の数は２である
コネクタ。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項５のいずれかに記載のコネクタであって、
　前記シェルは、側板を有しており、
　前記側板は、前記グランドコンタクト及び前記信号コンタクトを、前記ピッチ方向の外
側から覆っている
コネクタ。
【請求項７】
　請求項１乃至請求項６のいずれかに記載のコネクタであって、
　前記ピッチ方向及び前記上下方向の双方と直交する方向において、前記シェル被固定部
のサイズ，前記グランド被固定部のサイズ及び前記信号被固定部のサイズは互いに等しい
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コネクタ。
【請求項８】
　請求項１乃至請求項７のいずれかに記載のコネクタであって、
　前記信号コンタクトの夫々は、接続部と、連結部とを有しており、
　前記接続部は、前記ピッチ方向及び前記上下方向の双方と直交する方向に沿って延びて
おり、
　前記連結部は、前記接続部と交差する方向に延びて、前記接続部と前記信号被固定部と
を互いに連結しており、
　前記ピッチ方向に沿って前記シェル及び前記連結部を見たとき、前記シェルは、前記連
結部と少なくとも部分的に重なっている
コネクタ。
【請求項９】
　請求項１乃至請求項８のいずれかに記載のコネクタと、前記回路基板とを備える組立体
であって、
　前記回路基板には、前記シェル被固定部，前記グランド被固定部及び前記信号被固定部
が夫々固定される複数の固定部が形成されており、
　前記ピッチ方向及び前記上下方向の双方と直交する方向における前記固定部のサイズは
互いに等しい
組立体。
【請求項１０】
　請求項９記載の組立体であって、
　前記固定部の夫々は、スルーホールであり、
　前記上下方向と直交する面内における前記固定部のサイズは互いに等しい
組立体。
【請求項１１】
　回路基板に搭載されるコネクタであって、
　シェルと、夫々が前記回路基板に固定される２つのシェル被固定部と、Ｎ＋２個（Ｎは
１以上の整数）のコンタクトとを備えており、
　前記シェル被固定部の夫々は、前記シェルに接続されており、
　前記コンタクトの夫々は、前記回路基板に固定される被固定部を有しており、
　２つの前記シェル被固定部及びＮ＋２個の前記被固定部は、前記ピッチ方向において互
いに隣り合って１つの被固定部列を形成しており、
　前記被固定部列において、前記被固定部は、前記ピッチ方向に沿って一列に並んでおり
、且つ、前記シェル被固定部は、前記ピッチ方向における前記被固定部列の両端に夫々位
置しており、
　前記ピッチ方向に沿って前記被固定部列を見ると、前記シェル被固定部の夫々は、前記
被固定部と少なくとも部分的に重なっている
コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、高速信号伝送用の信号コンタクトの差動対を備えるコネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、特許文献１には、このタイプのコネクタが開示されている。
【０００３】
　図１６を参照すると、特許文献１には、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）３．０規格に
準拠したコネクタ９００が開示されている。コネクタ９００は、ＵＳＢ３．０接続用の５
つの端子（コンタクト）９１０を備えている。コンタクト９１０は、１つの接地端子（グ
ランドコンタクト）９１０Ｇと、高速信号伝送用の２つの差動対９１０Ｐとを含んでいる
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。差動対９１０Ｐの夫々は、２つの信号端子（信号コンタクト）９１０Ｓからなる。グラ
ンドコンタクト９１０Ｇは、ピッチ方向（Ｙ方向）において２つの差動対９１０Ｐの間に
位置しており、これにより差動対９１０Ｐの間のクロストークが防止される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－２５７９２６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　図１６を参照すると、特許文献１に示されるような従来のコネクタ９００において、信
号コンタクト９１０Ｓの伝送特性が劣化することがある。
【０００６】
　そこで、本発明は、高速信号伝送用の信号コンタクトの差動対を備えるコネクタであっ
て、信号コンタクトの伝送特性の劣化を防止するための新たな構造を備えるコネクタを提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、第１のコネクタとして、
　上下方向において回路基板の上に搭載されるコネクタであって、
　シェルと、１以上のシェル被固定部と、１以上のグランドコンタクトと、１以上の差動
対とを備えており、
　前記シェル被固定部の夫々は、前記回路基板に固定されるものであり、前記シェルに接
続されており、
　前記グランドコンタクトの夫々は、前記回路基板に固定されるグランド被固定部を有し
ており、
　前記差動対の夫々は、２つの信号コンタクトからなり、
　前記信号コンタクトの夫々は、前記回路基板に固定される信号被固定部を有しており、
　前記シェル被固定部，前記グランド被固定部及び前記信号被固定部によって、１以上の
被固定部列が形成されており、
　前記被固定部列の夫々は、１つの前記シェル被固定部，１つの前記グランド被固定部及
び前記差動対のうちの１つにおける２つの前記信号被固定部からなり、
　前記被固定部列の夫々において、前記シェル被固定部，前記信号被固定部の一方，前記
信号被固定部の他方及び前記グランド被固定部は、この順に互いに隣り合っており、且つ
、前記グランド被固定部及び２つの前記信号被固定部は、前記上下方向と直交するピッチ
方向に沿って一列に並んでおり、
　前記ピッチ方向に沿って前記被固定部列を見たとき、前記シェル被固定部は、前記信号
被固定部と少なくとも部分的に重なっている
コネクタを提供する。
【０００８】
　また、本発明は、第２のコネクタとして、第１のコネクタであって、
　前記シェル被固定部の夫々は、前記シェルと一体に形成されている
コネクタを提供する。
【０００９】
　また、本発明は、第３のコネクタとして、第１又は第２のコネクタであって、
　前記被固定部列の夫々において、前記シェル被固定部，２つの前記信号被固定部及び前
記グランド被固定部は、前記ピッチ方向に沿って一列に並んでいる
コネクタを提供する。
【００１０】
　また、本発明は、第４のコネクタとして、第１乃至第３のいずれかのコネクタであって
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、
　前記被固定部列の全てが、前記ピッチ方向に沿って延びる１つの直線上に位置している
コネクタを提供する。
【００１１】
　また、本発明は、第５のコネクタとして、第１乃至第４のいずれかのコネクタであって
、
　前記グランドコンタクトの数は１であり、
　前記差動対の数は２である
コネクタを提供する。
【００１２】
　また、本発明は、第６のコネクタとして、第１乃至第５のいずれかのコネクタであって
、
　前記シェルは、側板を有しており、
　前記側板は、前記グランドコンタクト及び前記信号コンタクトを、前記ピッチ方向の外
側から覆っている
コネクタを提供する。
【００１３】
　また、本発明は、第７のコネクタとして、第１乃至第６のいずれかのコネクタであって
、
　前記ピッチ方向及び前記上下方向の双方と直交する方向において、前記シェル被固定部
のサイズ，前記グランド被固定部のサイズ及び前記信号被固定部のサイズは互いに等しい
コネクタを提供する。
【００１４】
　また、本発明は、第８のコネクタとして、第１乃至第７のいずれかのコネクタであって
、
　前記信号コンタクトの夫々は、接続部と、連結部とを有しており、
　前記接続部は、前記ピッチ方向及び前記上下方向の双方と直交する方向に沿って延びて
おり、
　前記連結部は、前記接続部と交差する方向に延びて、前記接続部と前記信号被固定部と
を互いに連結しており、
　前記ピッチ方向に沿って前記シェル及び前記連結部を見たとき、前記シェルは、前記連
結部と少なくとも部分的に重なっている
コネクタを提供する。
【００１５】
　また、本発明は、第１の組立体として、第１乃至第８のいずれかのコネクタと、回路基
板とを備える組立体であって、
　前記回路基板には、前記シェル被固定部，前記グランド被固定部及び前記信号被固定部
が夫々固定される複数の固定部が形成されており、
　前記ピッチ方向及び前記上下方向の双方と直交する方向における前記固定部のサイズは
互いに等しい
組立体を提供する。
【００１６】
　また、本発明は、第２の組立体として、第１の組立体であって、
　前記固定部の夫々は、スルーホールであり、
　前記上下方向と直交する面内における前記固定部のサイズは互いに等しい
組立体を提供する。
【００１７】
　また、本発明は、第９のコネクタとして、
　回路基板に搭載されるコネクタであって、
　シェルと、夫々が前記回路基板に固定される２つのシェル被固定部と、Ｎ＋２個（Ｎは
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１以上の整数）のコンタクトとを備えており、
　前記シェル被固定部の夫々は、前記シェルに接続されており、
　前記コンタクトの夫々は、前記回路基板に固定される被固定部を有しており、
　２つの前記シェル被固定部及びＮ＋２個の前記被固定部は、前記ピッチ方向において互
いに隣り合って１つの被固定部列を形成しており、
　前記被固定部列において、前記被固定部は、前記ピッチ方向に沿って一列に並んでおり
、且つ、前記シェル被固定部は、前記ピッチ方向における前記被固定部列の両端に夫々位
置しており、
　前記ピッチ方向に沿って前記被固定部列を見ると、前記シェル被固定部の夫々は、前記
被固定部と少なくとも部分的に重なっている
コネクタを提供する。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、差動対における一方の信号被固定部（外側被固定部）は、ピッチ方向
において、グランドされる部位（シェル被固定部）の隣に位置し、差動対における他方の
信号被固定部（内側被固定部）は、ピッチ方向において、グランドされる部位（グランド
被固定部）の隣に位置する。ピッチ方向に沿って見ると、シェル被固定部は、外側被固定
部と少なくとも部分的に重なっている。また、グランド被固定部及び内側被固定部は、ピ
ッチ方向に沿って一列に並んでいる。この構造により、外側被固定部とシェル被固定部と
の間の差動インピーダンスを、内側被固定部とグランド被固定部との間の差動インピーダ
ンスとバランスさせることができる。これにより、信号コンタクトの伝送特性の劣化を防
止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の実施の形態によるコネクタを示す斜視図である。
【図２】図１のコネクタを示す分解斜視図である。
【図３】図２のコネクタに含まれる内部構造体を示す分解斜視図である。
【図４】図３の内部構造体の第１コンタクト（コンタクト）を示す斜視図である。
【図５】図３の内部構造体を示す斜視図である。
【図６】図５の内部構造体と回路基板とを示す斜視図である。内部構造体のインナーシェ
ル（シェル）から回路基板への電流経路を破線で描画している。
【図７】図６の内部構造体を一部切り欠いて回路基板と共に示す斜視図である。
【図８】図６の内部構造体と回路基板とを示す断面図である。
【図９】図１のコネクタと回路基板とを示す正面図である。
【図１０】図９のコネクタと回路基板とをＡ－Ａ線に沿って示す断面図である。
【図１１】図１０のコネクタのシェルの輪郭，コンタクトの輪郭及び第２コンタクトの輪
郭を示す側面図である。シェルの輪郭は、破線で描画している。
【図１２】図９のコネクタと回路基板とを示す底面図である。
【図１３】図１２のコネクタ及び回路基板における回路基板の固定部の近傍（破線Ｂで囲
んだ部分）を示す底面図である。
【図１４】図１３のコネクタのシェル被固定部，グランド被固定部及び信号被固定部の配
置を模式的に示す平面図である。
【図１５】図１４の配置の変形例を示す平面図である。
【図１６】特許文献１のコネクタを示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　図１、図９及び図１０を参照すると、本発明の実施の形態によるコネクタ１０は、使用
時に、上下方向（Ｚ方向）において回路基板８０の上面８０Ｕ（＋Ｚ側の面）上に搭載さ
れる。回路基板８０に搭載されたコネクタ１０は、回路基板８０と共に、組立体１９０を
構成する。換言すれば、組立体１９０は、コネクタ１０と、回路基板８０とを備えている
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。組立体１９０は、例えば電子機器（図示せず）に組み込まれて使用される。
【００２１】
　図１２に示されるように、本実施の形態による回路基板８０には、７つの第１固定部（
固定部）８１２，８１４，８１６と、４つの第２固定部８２２と、４つの第３固定部８３
２とが形成されている。固定部（８１２，８１４，８１６），第２固定部８２２及び第３
固定部８３２の夫々は、コネクタ１０を固定するためのスルーホールである。換言すれば
、本実施の形態によるコネクタ１０は、回路基板８０にスルーホール実装される。但し、
本発明は、回路基板８０にＳＭＴ（Surface Mount Technology）実装されるコネクタにも
適用可能である。この場合、固定部（８１２，８１４，８１６），第２固定部８２２及び
第３固定部８３２の夫々は、例えば回路基板８０の上面８０Ｕに設けられた導電性のパッ
ド（図示せず）である。
【００２２】
　図１及び図２を参照すると、本実施の形態によるコネクタ１０は、絶縁体からなるアウ
ターハウジング（ハウジング）２０と、金属製のアウターシェル３０と、絶縁体からなる
インナーハウジング（保持部材）４０と、金属製のインナーシェル（シェル）５０と、導
電体からなる５つの第１コンタクト（コンタクト）６０と、導電体からなる４つの第２コ
ンタクト７０とを備えている。
【００２３】
　図２、図３及び図５を参照すると、保持部材４０，シェル５０及び５つのコンタクト６
０は、内部構造体１２を構成している。換言すれば、コネクタ１０は、その一部として内
部構造体１２を含んでいる。但し、本発明は、これに限られない。例えば、コネクタ１０
は、内部構造体１２のみを備えていてもよい。
【００２４】
　図３及び図４を参照すると、本実施の形態による５つのコンタクト６０は、互いに同一
の形状及びサイズを有している。コンタクト６０の夫々は、接続部６２と、連結部６６と
、被固定部６８とを有している。接続部６２は、Ｘ方向（前後方向：嵌合方向）に沿って
延びており、被固定部６８は、Ｚ方向に沿って延びている。接続部６２は、接触部６２２
と、被保持部６２４とを有している。接触部６２２は、コネクタ１０が相手側コネクタ（
図示せず）とＸ方向に沿って嵌合したとき、相手側コンタクト（図示せず）と接触する。
【００２５】
　図７を参照すると、本実施の形態によるコネクタ１０は、ライトアングルタイプのコネ
クタである。特に、本実施の形態において、連結部６６は、全体としてＺ方向に延びて、
接続部６２と被固定部６８とを互いに連結している。但し、本発明は、これに限られない
。例えば、連結部６６は、接続部６２と斜交していてもよい。換言すれば、連結部６６は
、接続部６２と交差する方向に延びて、接続部６２と被固定部６８とを互いに連結してい
ればよい。また、コネクタ１０は、ストレートタイプのコネクタであってもよい。この場
合、回路基板８０の上面８０Ｕ上に搭載されたコネクタ１０は、Ｚ方向に沿って相手側コ
ネクタ（図示せず）と嵌合する。従って、接続部６２は、被固定部６８と同様にＺ方向（
上下方向：嵌合方向）に沿って延びていればよい。
【００２６】
　図６及び図８から理解されるように、被固定部６８は、コネクタ１０の使用時に、回路
基板８０の固定部８１４又は固定部８１６に半田付け等によって固定され電気的に接続さ
れる。本実施の形態による被固定部６８は、コンタクト６０のうち固定部８１４又は固定
部８１６の内部に挿入される部位である。但し、本発明は、これに限られない。コネクタ
１０が回路基板８０にＳＭＴ実装される場合、被固定部６８は、回路基板８０の上面８０
Ｕのパッド（図示せず）に固定すればよい。この場合、被固定部６８は、Ｘ方向に沿って
延びていればよい。
【００２７】
　図３を参照すると、本実施の形態による４つの第２コンタクト７０は、互いに同一の形
状及びサイズを有している。第２コンタクト７０は、コンタクト６０と同様の構造を有し
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ている。詳しくは、第２コンタクト７０の夫々は、接続部７２と、連結部７６と、被固定
部７８とを有している。接続部７２は、Ｘ方向に沿って延びており、被固定部７８は、Ｚ
方向に沿って延びている。連結部７６は、全体としてＺ方向に延びて、接続部７２と被固
定部７８とを互いに連結している。接続部７２は、接触部７２２と、被保持部７２４とを
有している。接触部７２２は、コネクタ１０が相手側コネクタ（図示せず）と嵌合したと
き、相手側コンタクト（図示せず）と接触する。図１２を参照すると、被固定部７８は、
コネクタ１０の使用時に、回路基板８０の第２固定部８２２に半田付け等によって固定さ
れ電気的に接続される。
【００２８】
　図７、図９及び図１０を参照すると、保持部材４０は、５つの第１保持部４２と、４つ
の第２保持部４４とを有している。図３を併せて参照すると、コンタクト６０は、第１保
持部４２に後方（－Ｘ側）から夫々圧入されて保持されている。保持部材４０に保持され
たコンタクト６０は、ピッチ方向（Ｙ方向）に並んでいる。同様に、第２コンタクト７０
は、第２保持部４４に後方から夫々圧入されて保持されている。保持部材４０に保持され
た第２コンタクト７０は、Ｙ方向に並んでいる。
【００２９】
　図３を参照すると、本実施の形態によるシェル５０は、１枚の金属板を折り曲げて形成
されている。換言すれば、シェル５０は、単体の曲げ加工品である。シェル５０は、主部
５４と、中間板５４８と、２つの連結部５６と、２つのシェル被固定部５８とを有してい
る。主部５４は、上板５４２と、底板５４４と、２つの側板５４６とからなる角筒形状を
有しており、これによりシェル５０には、主部５４に覆われた収容部５２が形成されてい
る。中間板５４８は、底板５４４の後端（－Ｘ側の端）から下方（－Ｚ方向）に延びてい
る。連結部５６は、側板５４６の後端から下方に夫々延びている。シェル被固定部５８は
、連結部５６の下端（－Ｚ側の端）から下方に夫々延びている。
【００３０】
　図６及び図８から理解されるように、シェル被固定部５８は、コネクタ１０の使用時に
、回路基板８０の固定部８１２に、半田付け等によって固定され電気的に接続される。本
実施の形態によるシェル被固定部５８は、シェル５０のうち固定部８１２の内部に挿入さ
れる部位である。但し、コネクタ１０が回路基板８０にＳＭＴ実装される場合、シェル被
固定部５８は、回路基板８０の上面８０Ｕのパッド（図示せず）に固定すればよい。この
場合、シェル被固定部５８は、Ｘ方向又はＹ方向に沿って延びていればよい。また、本実
施の形態によるシェル被固定部５８は、シェル５０と一体に形成されているが、本発明は
、これに限られない。シェル被固定部５８は、シェル５０に接続されている限り、シェル
５０と別体の部材であってもよい。
【００３１】
　図３及び図５を参照すると、コンタクト６０及び第２コンタクト７０を保持した保持部
材４０は、シェル５０の収容部５２に後方から挿入されて収容され、これにより内部構造
体１２が形成されている。図１０を参照すると、内部構造体１２において、シェル５０の
主部５４及び中間板５４８は、コンタクト６０及び第２コンタクト７０を覆って電磁シー
ルドしている。
【００３２】
　図１、図２及び図１０に示されるように、ハウジング２０には、相手側コネクタ（図示
せず）の嵌合部（図示せず）を受容する受容部２２が形成されている。受容部２２は、ハ
ウジング２０をＸ方向に貫通している。内部構造体１２は、受容部２２に後方から挿入さ
れている。
【００３３】
　図１及び図２を参照すると、アウターシェル３０は、主部３４と、４つの脚部３８とを
有している。主部３４は、上方（＋Ｚ側）からハウジング２０に取り付けられており、受
容部２２に挿入された内部構造体１２を上方，後方及び２つの側方の４方向から覆って電
磁シールドしている。シェル５０は、アウターシェル３０の後端において、アウターシェ
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ル３０のバネ部（図示せず）に接続されている。従って、シェル５０の電位は、アウター
シェル３０の電位と等しい。脚部３８は、主部３４から下方に延びている。図１２を参照
すると、脚部３８の下端は、コネクタ１０の使用時に、回路基板８０の第３固定部８３２
に半田付け等によって固定され電気的に接続される。
【００３４】
　図６乃至図８を参照すると、上述の構造を有するコネクタ１０のコンタクト６０は、Ｕ
ＳＢ３．０接続用のコンタクトとして使用できる。この場合、５つのコンタクト６０のう
ちＹ方向中間部に位置するコンタクト６０は、グランド信号を伝送するグランドコンタク
ト６０Ｇとして機能する。グランドコンタクト６０Ｇ以外の４つのコンタクト６０の夫々
は、データ信号を伝送する信号コンタクト６０Ｓとして機能する。また、グランドコンタ
クト６０Ｇの＋Ｙ側に位置する２つの信号コンタクト６０Ｓは、高速信号伝送用の差動対
６０Ｐ（差動伝送のための対）を構成する。同様に、グランドコンタクト６０Ｇの－Ｙ側
に位置する２つの信号コンタクト６０Ｓも、差動対６０Ｐを構成する。
【００３５】
　前述したように、５つのコンタクト６０は互いに同一の形状及びサイズを有している。
従って、差動対６０Ｐを構成する２つの信号コンタクト６０Ｓは、互いに同一のサイズ及
び形状を有している。また、グランドコンタクト６０Ｇは、信号コンタクト６０Ｓと同一
のサイズ及び形状を有している。但し、グランドコンタクト６０Ｇは、信号コンタクト６
０Ｓと異なるサイズや形状を有していてもよい。また、差動対６０Ｐの２つの信号コンタ
クト６０Ｓは、略同一のサイズや形状を有している限り、圧入突起等の部位を互いに異な
る位置に有していてもよい。
【００３６】
　コネクタ１０は、ＵＳＢ３．０接続に関連する主な部材や部位として、シェル５０と、
２つのシェル被固定部５８と、１つのグランドコンタクト６０Ｇと、２つの差動対６０Ｐ
とを備えている。グランドコンタクト６０Ｇの夫々は、接続部６２と、連結部６６と、被
固定部６８であるグランド被固定部６８Ｇとを有している。差動対６０Ｐの夫々は、２つ
の信号コンタクト６０Ｓからなる。信号コンタクト６０Ｓの夫々は、接続部６２と、連結
部６６と、被固定部６８である信号被固定部６８Ｓを有している。以下、これらの部材や
部位の構造や機能について更に詳しく説明する。
【００３７】
　図６及び図８を参照すると、シェル被固定部５８，グランド被固定部６８Ｇ及び信号被
固定部６８Ｓは、コネクタ１０の使用時に、回路基板８０の固定部８１２，８１４，８１
６に半田付けや圧入等によって夫々固定される。半田付けによる固定において、固定部８
１２，８１４，８１６は、半田（導電体）によって埋められる。また、圧入による固定に
おいて、コネクタ１０のシェル被固定部５８，グランド被固定部６８Ｇ及び信号被固定部
６８Ｓは、固定部８１２，８１４，８１６の内壁を形成する導電体（図示せず）と夫々接
触する。
【００３８】
　図１３及び図１４を参照すると、本実施の形態において回路基板８０に固定される部位
、即ち、２つのシェル被固定部５８，１つのグランド被固定部６８Ｇ及び４つの信号被固
定部６８Ｓの全ては、Ｙ方向において互いに隣り合って１つの被固定部列１６Ｘを形成し
ている。被固定部列１６Ｘにおいて、シェル被固定部５８，信号被固定部６８Ｓ及びグラ
ンド被固定部６８Ｇの全てはＹ方向に沿って一列に（一直線に）並んでいる。
【００３９】
　詳しくは、＋Ｙ側の差動対６０Ｐの２つの信号被固定部６８Ｓは、この２つの信号被固
定部６８ＳをＹ方向において挟むシェル被固定部５８及びグランド被固定部６８Ｇと共に
１つの外側被固定部列（被固定部列）１６を形成している。同様に、－Ｙ側の差動対６０
Ｐの２つの信号被固定部６８Ｓは、この２つの信号被固定部６８ＳをＹ方向において挟む
シェル被固定部５８及びグランド被固定部６８Ｇと共に１つの被固定部列１６を形成して
いる。２つの被固定部列１６の全てが、被固定部列１６Ｘに含まれており、Ｙ方向に沿っ
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て延びる１つの直線上に位置している。本実施の形態による２つの被固定部列１６は、共
通のグランド被固定部６８Ｇを含んでいる。また、シェル被固定部５８，信号被固定部６
８Ｓ及びグランド被固定部６８Ｇの夫々は、被固定部列１６のいずれかに含まれている。
【００４０】
　換言すれば、シェル被固定部５８，グランド被固定部６８Ｇ及び信号被固定部６８Ｓに
よって、１以上の被固定部列１６が形成されている。被固定部列１６の夫々は、１つのシ
ェル被固定部５８，１つのグランド被固定部６８Ｇ及び差動対６０Ｐのうちの１つにおけ
る２つの信号被固定部６８Ｓのみからなる。また、被固定部列１６の夫々において、シェ
ル被固定部５８，信号被固定部６８Ｓの一方（Ｙ方向外側の信号被固定部６８Ｓ），信号
被固定部６８Ｓの他方（Ｙ方向内側の信号被固定部６８Ｓ）及びグランド被固定部６８Ｇ
は、この順に互いに隣り合っている。従って、シェル被固定部５８とＹ方向外側の信号被
固定部６８Ｓとの間には、導電体が設けられていない。同様に、グランド被固定部６８Ｇ
とＹ方向内側の信号被固定部６８Ｓの他方との間にも、導電体が設けられていない。
【００４１】
　本実施の形態によれば、被固定部列１６の夫々において、シェル被固定部５８，２つの
信号被固定部６８Ｓ及びグランド被固定部６８Ｇは、Ｙ方向に沿って一列に並んでいる。
コネクタ１０の使用時に、信号被固定部６８Ｓの夫々は、回路基板８０の固定部８１６（
信号端：Ｓ＋又はＳ－）に接続される。また、シェル被固定部５８は、回路基板８０の固
定部８１２（フレームグランド：ＦＧ）にグランドされ、グランド被固定部６８Ｇは、回
路基板８０の固定部８１４（シグナルグランド：Ｇ）にグランドされる。
【００４２】
　上述の構造により、コネクタ１０の使用時において、２つの信号端（Ｓ＋及びＳ－）は
、２つのグランド（ＦＧ及びＧ）と夫々電磁的に同様に結合する。このため、被固定部列
１６の夫々において、Ｙ方向外側の信号被固定部６８Ｓとシェル被固定部５８との間の差
動インピーダンスを、Ｙ方向内側の信号被固定部６８Ｓとグランド被固定部６８Ｇとの間
の差動インピーダンスとバランスさせることができる。換言すれば、差動インピーダンス
のバランスを向上できる。これにより、差動対６０Ｐを構成する信号コンタクト６０Ｓの
伝送特性の劣化を防止できる。
【００４３】
　図１３を参照すると、Ｘ方向において、シェル被固定部５８のサイズ（Ｗ１），グラン
ド被固定部６８Ｇのサイズ（Ｗ１）及び信号被固定部６８Ｓのサイズ（Ｗ１）は互いに等
しい。このため、Ｚ方向と直交する水平面（ＸＹ平面）内における固定部８１２，８１４
，８１６のサイズを互いに等しくできる。詳しくは、固定部８１２，８１４，８１６は、
互いに等しい直径（Ｄ１）を有している。これにより、差動インピーダンスのバランスを
更に向上できる。但し、本発明は、これに限られない。例えば、コネクタ１０がＳＭＴ実
装されるコネクタである場合、パッド（図示せず）である固定部８１２，８１４，８１６
は、Ｘ方向において互いに等しいサイズを有していてもよい。換言すれば、固定部８１２
，８１４，８１６の夫々がスルーホールである場合もパッドである場合も、Ｘ方向におけ
る固定部８１２，８１４，８１６のサイズが互いに等しければよい。
【００４４】
　図１３及び図１４を参照すると、本実施の形態において、固定部８１２（ＦＧ）とＹ方
向外側の固定部８１６（Ｓ＋又はＳ－）との間のＹ方向における距離（Ｄ２）は、固定部
８１４（Ｇ）とＹ方向内側の固定部８１６（Ｓ－又はＳ＋）との間のＹ方向における距離
（Ｄ３）よりも少し大きい。差動インピーダンスのバランスを向上させるという観点から
は、Ｄ２とＤ３が等しいことが好ましい。但し、例えば、Ｄ２がＤ３×０．８以上且つＤ
３×１．２以内であれば、十分な効果が得られる。
【００４５】
　図６を参照すると、シェル５０は、側板５４６に接続された連結部５６及び連結部５６
に接続されたシェル被固定部５８を経由して回路基板８０にグランドされている（破線で
描画した電流経路ＣＦ参照）。図１０及び図１１を参照すると、シェル５０の側板５４６
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は、グランドコンタクト６０Ｇ及び信号コンタクト６０Ｓの大部分、詳しくは、接続部６
２全体及び連結部６６の上部（＋Ｚ側の部位）をＹ方向外側から覆っている。また、シェ
ル５０の連結部５６は、グランドコンタクト６０Ｇ及び信号コンタクト６０Ｓの連結部６
６の下部（－Ｚ側の部位）をＹ方向の外側から覆っている。
【００４６】
　換言すれば、シェル５０の側板５４６及び連結部５６は、ＸＺ平面において、差動対６
０ＰにおけるＹ方向外側の信号コンタクト６０Ｓの接続部６２及び連結部６６と重なって
いる。また、グランドコンタクト６０Ｇの接続部６２及び連結部６６は、ＸＺ平面におい
て、差動対６０ＰにおけるＹ方向内側の信号コンタクト６０Ｓの接続部６２及び連結部６
６と重なっている。この構造により、差動インピーダンスのバランスを更に向上できる。
【００４７】
　但し、本発明は、これに限られない。例えば、接続部６２及び連結部６６は、側板５４
６のみによってＹ方向の外側から完全に覆われていてもよい。一方、例えば連結部６６の
一部又は全体は、Ｙ方向の外側から覆われていなくてもよい。換言すれば、Ｙ方向に沿っ
てシェル５０及び連結部６６を見たとき、シェル５０は、連結部６６と少なくとも部分的
に重なっていてもよい。
【００４８】
　以下に説明するように、本実施の形態は、既に述べた変形例に加えて更に様々に変形可
能である。
【００４９】
　図６を参照すると、本実施の形態において、グランドコンタクト６０Ｇの数は１であり
、差動対６０Ｐの数は２である。また、シェル被固定部５８の数は２である。但し、グラ
ンドコンタクト６０Ｇの数は１以上であればよく、差動対６０Ｐの数も１以上であればよ
い。従って、コンタクト６０の数は５でなくてもよい。更に、シェル被固定部５８の数も
１以上であればよい。回路基板８０には、コネクタ１０のシェル被固定部５８，グランド
被固定部６８Ｇ及び信号被固定部６８Ｓに夫々対応した複数の固定部８１２，８１４，８
１６が形成されていればよい。
【００５０】
　図１５を参照すると、変形例によるコネクタ１０Ａは、２つのシェル被固定部５８と、
４つのグランドコンタクト６０Ｇと、４つの差動対６０Ｐとを備えている。また、コネク
タ１０Ａには、２つの被固定部列１６に加えて、被固定部列１６と異なる２つの内側被固
定部列１８が形成されている。内側被固定部列１８は、シェル被固定部５８に代えてグラ
ンド被固定部６８Ｇを含んでいる。換言すれば、内側被固定部列１８において、２つの信
号被固定部６８Ｓは、２つのグランド被固定部６８Ｇに挟まれている。
【００５１】
　コネクタ１０Ａの構造から理解されるように、差動対６０Ｐの２つの信号被固定部６８
Ｓと夫々結合可能なグランドが設けられている限り、被固定部列１６に含まれない信号被
固定部６８Ｓが設けられていてもよい。また、被固定部列１６の夫々において、グランド
被固定部６８Ｇ及び２つの信号被固定部６８ＳがＹ方向に沿って一列に並んでいる限り、
シェル被固定部５８のＸ方向における位置は、グランド被固定部６８Ｇや信号被固定部６
８ＳのＸ方向における位置と多少ずれていてもよい。換言すれば、シェル被固定部５８は
、Ｙ方向に沿って被固定部列１６を見たとき、信号被固定部６８Ｓと少なくとも部分的に
重なっていればよい。
【００５２】
　図６を参照すると、コンタクト６０は、ＵＳＢ３．０接続以外の用途にも使用できる。
コネクタ１０は、コンタクト６０の用途に係らず、Ｎ＋２個（Ｎは１以上の整数）のコン
タクト６０を備えている。２つのシェル被固定部５８及びＮ＋２個の被固定部６８は、Ｙ
方向において互いに隣り合って１つの被固定部列１６Ｘ（図１４参照）を形成している。
被固定部列１６Ｘにおいて、被固定部６８は、Ｙ方向に沿って一列に並んでおり、且つ、
シェル被固定部５８は、Ｙ方向における被固定部列１６の両端に夫々位置している。Ｙ方
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向に沿って被固定部列１６を見ると、シェル被固定部５８の夫々は、被固定部６８と少な
くとも部分的に重なっている。
【００５３】
　本発明は、既に述べた実施例や変形例に限定されず、更に様々に応用可能である。例え
ば、本発明は、ＵＳＢ３．０規格に準拠したレセプタクルやプラグにも、その他のレセプ
タクルやプラグにも適用可能である。
【符号の説明】
【００５４】
　１０，１０Ａ　　　　　　コネクタ
　１２　　　　　　　　　　内部構造体
　１６　　　　　　　　　　外側被固定部列（被固定部列）
　１６Ｘ　　　　　　　　　被固定部列
　１８　　　　　　　　　　内側被固定部列
　１９０　　　　　　　　　組立体
　２０　　　　　　　　　　アウターハウジング（ハウジング）
　２２　　　　　　　　　　受容部
　３０　　　　　　　　　　アウターシェル
　３４　　　　　　　　　　主部
　３８　　　　　　　　　　脚部
　４０　　　　　　　　　　インナーハウジング（保持部材）
　４２　　　　　　　　　　第１保持部
　４４　　　　　　　　　　第２保持部
　５０　　　　　　　　　　インナーシェル（シェル）
　５２　　　　　　　　　　収容部
　５４　　　　　　　　　　主部
　５４２　　　　　　　　　上板
　５４４　　　　　　　　　底板
　５４６　　　　　　　　　側板
　５４８　　　　　　　　　中間板
　５６　　　　　　　　　　連結部
　５８　　　　　　　　　　シェル被固定部
　６０　　　　　　　　　　第１コンタクト（コンタクト）
　６２　　　　　　　　　　接続部
　６２２　　　　　　　　　接触部
　６２４　　　　　　　　　被保持部
　６６　　　　　　　　　　連結部
　６８　　　　　　　　　　被固定部
　６０Ｇ　　　　　　　　　グランドコンタクト
　６８Ｇ　　　　　　　　　グランド被固定部
　６０Ｐ　　　　　　　　　差動対
　６０Ｓ　　　　　　　　　信号コンタクト
　６８Ｓ　　　　　　　　　信号被固定部
　７０　　　　　　　　　　第２コンタクト
　７２　　　　　　　　　　接続部
　７２２　　　　　　　　　接触部
　７２４　　　　　　　　　被保持部
　７６　　　　　　　　　　連結部
　７８　　　　　　　　　　被固定部
　８０　　　　　　　　　　回路基板
　８０Ｕ　　　　　　　　　上面
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　８１２，８１４，８１６　第１固定部（固定部）
　８２２　　　　　　　　　第２固定部
　８３２　　　　　　　　　第３固定部

【図１】 【図２】
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【図１０】 【図１１】
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